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人文学研究所報 No. 55，2016. 3
宗方小太郎日記，大正 3～4年
大 里 浩 秋
1．はじめに
　本所報 No. 37に宗方小太郎の明治 21年の日記（但し中国滞在時期のもののみ）を載せ，No. 40に明
治 22～25年，No. 41に 26～29年（但し 27年 6月 27日から 12月末までと，28年 3月 23日から 8月
末までを除く），No. 44に 30～31年，No. 46に 32～33年，No. 47に 34～35年，No. 48に 36～38年，































































　1月 24日，「報告を作り」とあるが，『文書』にはない。2月 11日，4月 8日，いずれも「報告を発
す」とあるが，『文書』にはない。4月 16日，第 411号「両広の政況」（『文書』の日付は 4月 14日），
4月 17日，（極秘）第 412号「大官の猜疑」，8月 6日，第 413号「張勲の屈強」など。8月 8日，9
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日，いずれも「報告を発す」とあるが，『文書』にはない。8月 30日，「欧州戦乱と日支両国の関係」，
上海社会科学院歴史研究所（以下「上海」と略称）にあり日付は 8月 29日，『文書』にはない。9月 2
日，第 417号「劉廷琛の宏論」，9月 7日，第 418号「山東省の戒厳区域」（『文書』の日付は 9月 8
日），9月 25日，第 419号「支那の排日熱」，第 420号「袁世凱の心迹に対する一種の疑問」（『文書』
の日付は 9月 24日），10月 9日，第 421号「参政院大会議の魂胆」（『文書』の日付は 10月 8日）。11
月 3日，「報告を発し」，12月 28日「報告を作る」とあるが，いずれも『文書』中にはない。12月 31




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3．大正 4年 1月から 12 月までの日記















の報告では，もっと早く 2月 25日の第 430号に始まって 7月 2日の第 440号に至るまで，中国内の各
種の反応を伝えており，それに対する宗方の態度は一貫してまことに強硬である。例えば 4月 6日付け
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かにしている。
　また，清朝復辟を策するグループにおいても袁打倒の行動に呼応しようとする動きがあり，鄭孝胥，
姚文藻が 12月 26日に宗方のところに来て相談し，馮国璋に決起を促すことにし（報告第 447号にその
旨の言及がある），同 28日にも鄭の家で姚や李経邁と「時局に付き商量する所」があった（同日の日
記）。宗方としては，鄭や姚らの側に立って袁世凱打倒に関わろうとしたことが知れるのである。な




　1月 14日，第 427号「新税法に対する商民の反対意見」，2月 8日，第 428号「日支交渉問題に対す
る支那の国論」，第 429号「党人懐柔策，在京革命党系統」，2月 24日，第 430号「日支交渉問題の影
響」（『文書』の日付は 2月 25日），3月 4日，第 431号「日支交渉に対する支那人士の意向」，3月 9
日，第 432号「日支交渉事件の影響」など（『文書』の日付は 3月 10日），3月 20日，第 433号「宋社
党の密議」（『文書』では 3月 19日），4月 6日，第 434号「排日運動一束」，5月 5日，「号外報告を発
す」とあるが，『文書』にはない。5月 11日，第 435号「交渉解決後の情況」（『文書』の日付は 5月 10
日），5月 28日，第 436号「袁の帝制運動」，6月 6日，「号外報告を発す」とあるが，『文書』にはな
い。第 437号「排日運動一束」。6月 30日，「報告二通を発し」とあるのは，『文書』にある第 438号
「北京政界の暗闘」（日付は 6月 28日）と上海にある第 439号「排日運動に対する所感」（日付は 6月
29日）を指すと推量できる。7月 2日，第 440号「淮粤両派の軋轢と弾劾の流行」，11月 5日，第 441
号「帝制問題の現況」，11月 17日，「報告を発し」とあるが，『文書』にはない。12月 1日，報告 443
号「袁派及び提弐派の人物」（『文書』の日付は 11月 30日），12月 23日，第 444号「袁の皇帝即位と
その後の政況」（『文書』の日付は 12月 22日），12月 27日，第 446号「馮張の恐怖」（『文書』の日付
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を修め帰る。午後西本来訪。六時中島の招邀に俱楽部に赴く。同座は杉坂大尉，鈴木大尉，西田，西
本，波多，佐原等也。九時致。杉坂大尉は今夜上船広東に赴任する者也。
広西，貴州，四川の三省独立を宣布せるを以て張敬尭の兵四川に派遣せられたり。
十二月三十日　半晴。午前理髪，弓術を修て帰る。市川信也，亀井陸良に復書す。夜俱楽部に東方通信
社の忘年会を催し，薜，波多，八田，賀来等と晩食を共にし，八時半帰。
十二月三十一日　晴。朝十時半公使館書記官小幡酉吉を車站に迎ふ。北京より至りし者也。東京宅，菅
村，河口，田中に年賀状を発し，菅村，河口，田中に金二十円を送る。朝食後弓術を修めて帰る。正
午有吉領事の午飡会に月廼家花園に赴く。同座は小幡，佐原，並に領事館員なり。三時散ず。晩神
嵜，島田来訪。内地の知人に年賀状を発す。夜宮坂九郎，平岡来訪。九時南陽丸に至り白岩夫婦，宮
坂の溯江を送て帰る。夜半下痢。
